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1 月 15 日、新春お茶会が開催されました。

府中地区まちづくりセンターで開催され

ている茶道教室に通う大人 9 名、児童生

徒 16 名が、習得したお点前の技を地域の

みなさんに披露しました。

1月 9日、新春にふさわ

しく美しいアルパの調べ

にうっとりしながら至福

のひとときを過ごしまし

た。アルパはラテンアメ

リカの民族楽器。演奏者

の澤田智美さんも美しい

民族衣装を身にまとい、

心地よいトークで参加者

12 月 24 日は、高学年児童が

プチオムレツと蒸しパンを

作りました。オムレツの中

身はなんとギョウザ！思い

がけない時短料理に参加し

た児童は「どんな味か楽し

み！」と話していました。
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親 子 料 理 教 室

を魅了しました。最後は NHK 朝ドラでおなじみの曲

「いのちの歌」。懐かしい楽曲に大喝采となりました。

蒸しパンは表面がつるつるしていて見るからにおいし

そうにできあがりました！最後に先生が手作りした

大学いもと手提げ袋がプレゼントされました。

高
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今年もテーブルと椅子を

用いて茶を点てる立礼式で

開催しました。

高齢者も気軽に参加でき、

和室以外の広い部屋を使用

できるので感染症対策にも

なりたいへん好評でした。

令和 5年 2月 1日

第 117 号

今年の干支「卯

（うさぎ）」を模し

た「福卯」。

いただくのが惜し

いくらい愛らしい

お菓子でした。



‥‥‥‥‥ 行 事 予 定 ‥‥‥‥‥

体育推進員 年度末総会 令和 5年 2月 5日（日）

時 間：18:30～19:30

場 所：府中地区まちづくりセンター

内 容：事業報告・会計報告

第 10 回理事会 令和 5年 2月 16 日（木）

時 間：19:00～20:00

場 所：府中地区まちづくりセンター

内 容：令和４年度事業の振り返り

府中歴史教室 令和 5年 2月 18 日（土）

時 間：14:00～16:00

集 合：府中地区まちづくりセンター

テーマ：西濃の古墳の魅力を探る

講 師：中井 正幸さん 岐阜聖徳学園大学講師 文学博士（考古学）

第 10 回 まちづくり研修会 令和 5年 2月 19 日（日）

時 間：14:00～16:00

場 所：府中地区まちづくりセンター

内 容：段ボールコンポスト講習会

講 師：大谷 早苗さん 大垣市環境市民会議アドバイザー

一 般 教 室 ／ 場所：府中地区まちづくりセンター

教 室 名 開 催 日 時 間 参加料 持 ち 物

男性向け料理教室 2月 5日（日） 9:30～12:00 200 円 エプロン、三角巾、マスク等

ヨガ教室 2月 10 日（金） 14:00～15:30 無 料 ヨガマット、タオル、飲料水

フィットネス

トレーニング
2月 25 日（土） 14:00～15:30 無 料 室内シューズ、タオル、飲料水

パソコン教室 2月 27 日（月） 14:00～16:00 無 料 パソコン、筆記用具

7 日、12日、１4 日、

2１日、24日、28 日

1 月 14 日は、さばの味噌煮、

だいこんサラダ、レンコンの

きんぴらを調理しました。

魚の煮付けの中でも、さばの

味噌煮は定番中の定番！魚の

臭みを煮汁に移さないコツを

教えていただきました。

昨年４月の民法改正により成

人年齢が 20 歳から 18 歳に引

き下げられ、垂井町において

は、式典の名称が「成人式」か

ら「二十歳を祝う会」に変更さ

れました。名称変更後初とな

る式典が１月８日、垂井町文

化会館で開催され、町全体で

は 298 名、府中地区では 46名

が 20 歳を迎えました。

その中のお一人、久保春菜さ

んに20歳を迎えた今の気持ち

を寄稿していただきました。

「SDGｓについて学ぼう！」は今回お休みします。

民謡・舞踊

日 時：令和 5年 2月 11 日（土）

10:00～12:00

場 所：府中地区まちづくりセンター

参加料：100 円

定 員：20 名

男 性 向 け 料 理 教 室

※参加希望の方は事前に申込をしてください

二十歳を迎えて 私は今、垂井町を離れ一人暮らしをしながら大学

生活を送っています。１月 8日には、垂井町文化

会館で「二十歳を祝う会」が行われました。この

ご時世、故郷に帰ることができ、同級生や家族に

囲まれながら成人を迎えられたこと、とても嬉し

く幸せに思います。垂井町を出た今、地域の皆さ

んの温かさ、いつでも近くに家族や地域の方々が

いるという心強さも実感しています。人口は少な

い町ですが、人の温かさというのは本当に１番だ

と思っています。そんな垂井町を今後より多くの

人に知ってもらうために、活動するのが私たちに

できる恩返しだと思います。これからも地域に寄

り添い温かい地域づくりに貢献したいです。久 保 春 菜 さ ん


